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「特別寄稿」によせて

「特別寄稿」は、 ジェンダー研究センターが設立 周年を迎えた
年に新設されたセクションです。ジェンダー・セクシュアリティ研究において
見過ごされがちな問題、チャレンジングなテーマ、時宜にかなったトピックな
どについて、独自の視点から果敢に研究・実践活動をされている第一人者の
方々に、不定期にご寄稿いただいております。

お伽噺　その遺産と転回
三回目の今回は、 年 月 日に本学で英語開催したシンポジウム「お

伽噺　その遺産と転回：ジェンダー×セクシュアリティ×比較文学」（

）での発表をもとにご寄稿いただいた論文を掲載します。お伽噺は
神秘的な存在が跋扈する世界です。このシンポジウムは、そういった神秘的な
存在をモチーフとする文学や芸術作品を、ジェンダー・セクシュアリティの視
点から分析しました。　
村井まや子さん（神奈川大学）は、鴻池朋子による「狼少女」のモチーフを
用いたビジュアル作品（絵画、彫刻、アニメなど）が、古典的お伽噺が前提と
している二項対立（人間と動物、男と女、人間社会と自然など）をどのように
撹乱するかを、図像学的に分析します。
クリストファー・サイモンズさん（国際基督教大学）は、シェイクスピアの
二つの戯曲『夏の夜の夢』と『テンペスト』に登場する妖精たちの歌と踊りの
シーンが、当時の家父長的・異性愛的な社会規範を（劇中のひと時にせよ）転
覆する可能性をはらんでいたことを指摘します。
生駒夏美さん（国際基督教大学、シンポジウム企画者）は、狼のモチーフを
多用するフェミニスト作家アンジェラ・カーターの作品が、キリスト教規範に
よる性の抑圧、その中で存在を許されない人間を「狼」「狼人間」として語る
ヨーロッパの伝統、さらには許しや和解・共生の可能性をあぶりだしているこ
とを明らかにします。
いずれの論考も、「子供向け」または「古典（的キャラクター）」として見ら



れがちな妖精（ ）およびお伽噺（ ）を、人間の性とその抑圧の
物語という視点から、抜本的に見直すことを迫ります。子供に対してのみなら
ず、大人もまた自分自身に対して、お伽噺を語り直す必要があるのです。

加藤恵津子（編集委員長）
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